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平成２７年度 堺市障害者自立支援協議会 第１０回 障害当事者部会 

議事概要 

 

日時 平成２８年２月２４日（水） １４：００～１６：００ 

場所 堺市総合福祉会館 ５階 第２研修室 

出席者 

（敬称略） 
前田、白石、丸野、茅原、辻本、野崎、川渕、松本、三田 

欠席者 

（敬称略） 
乕田、梅田、谷口 

事務局 【堺市障害施策推進課】森、加唐、杉本 

事務局補助 【総合相談情報センター】黒木、上田、小出 

 

● フリートーク 

・計画相談支援パンフレットなど 

【事務局補助から】 

 ・表紙の「計画相談支援ってなに？」の部分については、事前に茅原委員から意見を貰

っているので、２案中、１案を掲載しています。 

 ・「わかりにくい箇所」、「こうしたら、よりわかりやすくなるよ」という意見があれば頂

きたいです。 

 

【委員から】 

 ・文字をもっと大きく。行間も変えないと。 

 ・背景の色が濃いと見えづらい。 

 ・表紙の絵を（思い浮かんでいる言葉が複数あるので）一人ではなく、複数人へ変更し

た方が良い。 

 ・「気軽に聞いてくださいね」というのが分かるように。 

 ・どこに問い合わせたら良いか分かるように。 

  ⇒【事務局補助】 

   ・特定の相談窓口で使うのではなく、行政、基幹相談支援センター、計画相談支援

事業所が利用するので、連絡先が各々記載（ゴム印を押せるように）できるよう

に空欄を作る。 

 ・いつ完成予定ですか？ 

  ⇒【事務局補助】 

   ・３月末には完成したいので、次回の当事者部会では、ほぼ完成版を提示できると

思う。そこから修正は難しいと思う。 

 ・当事者部会が協力した旨の記載をしてほしい。 

  ⇒【事務局補助】 

   ・記載したいと思う。 

 

  ⇒【委員から】 

   ・表紙の「計画相談支援ってなに？」の部分については、茅原委員がもう少し修正
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する。 

  ⇒【事務局補助から】 

   ・絵や絵の配置は変え、レイアウトはこのままでいきたいと思う。また、今回、頂

いた意見を反映して、パンフレットを修正したいと思う。ありがとうございまし

た。 

 

・フリートーク 

【部会長から】 

 ・皆さんの近況とか、次年度のテーマのアイディアなど発言して貰えればと思う。 

 

【委員から】 

 ・1年目は慣れていなかったけど、楽しくなってきた。今まであまり自分の話はしてき 

  ていないが、来年度はもっと見えない障害、難病のことわかってもらうように積極的

に伝えていきたい。知って貰うことが大切。 

 ・視覚や聴覚障害のある人への情報保障について、慌てずゆっくりと、ぼちぼちやって

いこうと思っている。 

 ・還暦になるので原点に立ち戻って活動したい。この場でいろんなこと言えてよかった。

障害のある人はどこにでもいる。アートの世界にももちろんいる。 

 ・日常生活のことを部会へ。部会のことを外へ発信出来たと思う。原点に戻って、色ん

なことを続けたい。 

 ・今年も盛りだくさんだった。交流会や市長との交流など。実は、委員をやめようと思

っていたが、障害者差別解消法も施行するので、今辞めなくてもいいだろうと思うよ

うになった。 

 ・雇用や教育分野について議論してみたい。支援区分の調査員をやっていたこともいい

経験になった。障害支援区分についても、みんながどう思っているか聞いてみたい。 

 ・6 年間委員をやってきた、まだ言えてないことある。始めはバリアフリーのことを話

したいと思っていた。現在もバリアフリーの課題はあるのでもっと話したい。 

 ・市長とはもっと話しても良かったな。部会でもゆっくり話をしていきたい。 

 ・市長との交流、茨木市行けて良かった。 

 ・計画相談ってなに？改めてゆっくり、みんなと話がしたいな。 

 ・当事者部会がなかったら今頃自分は何していたんだろう？と思う。そろそろ卒業か

な・・・と思っていた。はじめは精神障害といっても自分の作業所の人しか知らなか

った。でも当事者部会で違う委員の話をきいて、それぞれの個性や違いを教えられた。 

 ・また全ての障害について話ができたことが、自分の原点になった。具体的には精神障

害は思考能力が落ちる。それに比べて身体障害の方はそこがないから健常者だと思っ

ていた。しかし話を聞いてそれが偏見だったことに気付いた、バリアフリーも本当に

課題が多いと思う。 

 ・周りの支援者には従わないといけないと思っていたが、他の委員の影響もありそれが

変わった。支援者と対等に話すこと、当事者から発信することは大事。 

 ・障害者の就労はやってみたいと思う。他障害の方から「そんなに喋れるなら働いたら？」

と言われたことがあり、他の障害のことを理解していないと思った。以前の部会のよ

うに障害者同士で言い合う場面は必要だと思う。一般市民への啓発にもつながればい
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いなと思う。 

 ・初代当事者部会会長から、「ここを大事にするというコンセプトを作ること。多方面に

部会を広めてください。」と言われていた。 

 

● ブログについて 

 ・未更新のため、省略。 

 

● その他 

 ・次年度の日程調整について 

【事務局から】 

  ・次年度の会場を確保するため、日程を決めてほしい。曜日を変更はいかが？ 

   ⇒【委員から】 

    ・曜日変更案は、委員の意見が一致しなかったため、これまでと変わりなく第４

水曜日を一旦確保することとする。次月の部会で確定させる。 

 

【委員から】 

  ・委員が自ら「自分の障害」について説明がなされた。委員のみんなに理解して貰い、 

共有して貰えればと思う。 

 

【部会長から】 

  ・「ピアサポートセンター堺」のチラシの紹介があった。 

 

【委員から】 

  ・大阪府主催の現代アート公募展に入選し、作品展の周知があった。 

 

● 次回 障害当事者部会 

 ３月２３日（水）１４：００～１６：００ 堺市総合福祉会館 ５階 第２研修室 

 


